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次号予告　　64 巻　11 号 ヘッドライン　：　グローバル化に対応した科学英語

　有機反応開発の一つの流れとして，レアメタルからの脱却がある。遷移金属触媒
を用いる分野では汎在金属（Cu, Fe など）を使用した反応開発，レアメタルの使
用を最小限に留めるような高効率分子変換を達成する触媒の精密設計，有機分子触
媒を用いる分野では遷移金属触媒を凌ぐ，もしくは遷移金属触媒で起こし得ない反
応を導く新奇触媒の設計，反応システムの開発，が挙げられる。本特集では，遷移
金属触媒と有機分子触媒の化学における触媒設計と反応開発という切り口で最新の
研究動向を解説する。

ヘッドラインテーマ：レアメタルからの脱却作戦！　触媒デザインと反応開発

　本建物は正門の正面，小高いキャンパスへ向かうメインアプローチに沿って位置
しています。学内に訪れる人をやわらかに導くように来た面のメイン道路に沿って
大きな弧を描くガラスのファサードとし，このガラスの曲面が自然と調和しながら
緩やかに伸びていく姿がキャンパスの新しいランドマークとなりました。教育系大
学の改革を推進するための多様な利用形態に対応できる空間を整備し，テレビ会議
システム等の ICT機器も配備された施設となっています。

表紙の言葉　愛知教育大学教育未来館


